
 

１．村上駅周辺の現況  （第２回） ２．住民等の意向把握  （第１回） ３．村上駅周辺の課題整理  （第２回） 

①人口・世帯・高齢化 駅周辺の人口、世帯数、高齢化の状況

を把握。特に駅東側と駅西側の状況を把握。 

②土地利用 土地利用上の課題となる低未利用地等の状況を視

覚的に把握。 

③都市基盤 道路（国県道）、公園緑地等の分布状況を視覚的に

把握。 

④都市機能・サービス 駅周辺における既存都市機能の立地・

集積状況を視覚的に把握。 

⑤駅・駅前空間の機能 駅・駅前にある既存施設の種類、規模

等を把握。 

⑥公共交通 駅周辺利用者の交通手段である公共交通（鉄道・

バス等）の運行状況と利用状況を把握。 

⑦まちのにぎわい・コミュニティ 駅周辺で行われるまつりや

イベントを把握。 

⑧安全（防災対応） 防災の視点で拠点となる施設の分布状況

を把握。 

⑨他の拠点との関係 市街地内の他の拠点の機能、位置関係を

把握。 

⑩近年の動向 駅周辺におけるプロジェクト等、近年の実績、

今後の予定を把握。 

【村上駅周辺まちづくりプラン等に関するアンケート調査結果】 

現状の評価 

・現在のＪＲ村上駅舎及び駅前空間について 

・村上駅前地区の現在の機能や環境について 

今後、担うべき機能 

・将来、村上駅及び駅前地区をにぎわいのあるまちにするために、

今後担うべき機能・役割 

駅周辺地区の主要な検討テーマ 

・村上総合病院移転後の跡地利用 

・旧ジャスコ跡地の将来的な利用 

・駅西側での駅機能の必要性 

【村上駅周辺まちづくりプラン座談会】 

駅周辺地区の１０年後の将来像 

…にぎわい、暮らしやすさ、魅力・発信、健康・元気、駅西の

活性化、おもてなし 

駅周辺地区のあるべき姿 

…駅舎及び駅前広場、周辺の各種施設 

駅周辺地区の活性化に向けた取り組みイメージ 

…にぎわいづくり、暮らしやすさ、魅力・発信、健康・元気 

■村上駅周辺地区のまちづくりの課題 

１．駅前の賑わいや玄関口としての魅力に乏しい 

２．駅前空間及び公共交通の利便性の低さ 

３．駅東西の分断感 

４．地区内移動時の制約 

５．周辺地区等とのアクセス 

６．居住環境の魅力不足 

 

＜駅周辺地区のまちづくりの視点＞ 

（１）持続的な発展・活性化に資する都市機能の配置と誘導 

（２）らしさ・魅力の創出 

（３）市民等の主体的活動と行政の先導的支援 

４．駅周辺まちづくり基本方針の設定  （第２回・第３回） ５．基本方針実現のための事業内容の検討  （第２回・第３回） 

◎村上駅周辺のまちづくりの基本方針 

１．駅東口の機能向上 

２．駅東西の連絡性強化及び移動円滑化 

３．公共交通サービスの利便性向上 

４．都市拠点・にぎわい空間の形成 

５．暮らすための環境づくり 

６．駅周辺地区へのアクセス環境づくり 

 

６つの基本方針を具体的に展開していくための施策（案） 

１．駅東口の機能向上  駅東口広場空間の整備、鉄道利用者向け駐車場整備、駅前通りの環境整備 

２．駅東西の連絡性強化及び移動円滑化  駅東西を連絡する通路の整備、鉄道横断箇所の安全対策 

３．公共交通サービスの利便性向上  駅の利便性向上、駅舎の整備、乗合バスの利便性向上 

４．都市拠点・にぎわい空間の形成  大規模跡地等の利活用※、にぎわい創出イベントやしかけづくり、情報発信拠点の整備、商業

活性化に向けた取組、案内誘導の充実 

※大規模跡地等の利活用（村上総合病院移転後の跡地、旧ジャスコ跡地の利活用）については、第４回協議予定。 

５．暮らすための環境づくり  地区内道路の整備、公園・広場空間の整備、歩行者・自転車空間の整備、定住促進の支援方策 

６．駅周辺地区へのアクセス環境づくり  高速インターチェンジ等から駅西側へアクセスする幹線道路の整備、案内誘導の充実、

駅西側の整備及び乗合バスの利便性向上 

６．概算事業費の算定  （予定） ７．事業スケジュールの設定  （予定） ８．評価指標の設定  （予定） 

※前掲「５．基本方針実現のための事業内容」に係る概算事業

費を算出。 

※厚生連村上総合病院の移転計画を踏まえたスケジュール等の

調整・修正が必要。 

※前掲「５．基本方針実現のための事業内容」及び「６．事業ス

ケジュール」に基づき評価指標を設定。 

 

資料１．村上駅周辺まちづくりプラン等策定委員会の検討状況について 


